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今
年
８
月
に
発
生
し
た
豪
雨
は
、
全
国
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

広
島
市
で
は
、
死
者
73
人
、
行
方
不
明
者
2
人
、
全
壊
家
屋
24
軒
、
半
壊

家
屋
41
軒
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
の
分
析
で
は
、
広
島
県
は
水
分
を
含
み
に
く
い
「
ま
さ
土
」
の
地

盤
が
約
48
％
の
面
積
で
広
が
り
、
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
地
質
だ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
時
間
雨
量
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
雨
が
長
時
間
に
わ
た
り
降

り
注
い
だ
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
安
佐
南
区
で
は
、
土
石
流
の
速
さ
が
時
速
40
㎞

を
超
え
、
瞬
間
最
高
速
度
が
時
速
１
４
４
㎞
に
ま
で
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
が
も
し
松
野
町
で
起
こ
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

　

国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、
広
島
市
で
被
災
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

左
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
松
野
町
管
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
愛
媛
県
が
関
係
機
関
と
協
力
し
て
調
査
し
た
も
の
で
、
青

色
の
マ
ス
で
示
し
て
い
る
の
が
「
土
石
流
危
険
渓
流
」、
赤
色
の
ド
ッ
ト
で

示
し
て
い
る
の
が
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
」
で
す
。
奥
野
川
地
区
天
ヶ

滝
付
近
に
は
「
地
滑
り
危
険
箇
所
」
が
緑
色
の
丸
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
存
じ
の
と
お
り
、
松
野
町
は
ほ
と
ん
ど
の
民
家
が
急
傾
斜
地
に
面
し
て

お
り
、
大
雨
が
降
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
ど
の
地
域
で
も
土
砂
災
害
が
起
こ

り
得
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
に
ど
の
よ
う
な
危

険
が
潜
ん
で
い
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
町
や
県
が
危
険
度
の
高

い
地
域
か
ら
優
先
的
に
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
崩
落
や
土
石

流
に
対
し
て
万
全
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

災
害
の
予
兆
を
感
じ
た
ら
、
家
や
家
財
は
後
回
し
に
し
て
、
自
ら
の
命
を

守
る
こ
と
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
危
険
箇
所
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

〜
特
集
〜

土
砂
災
害
に
つ
い
て
考
え
る

▲広島市の被災状況（撮影：国土地理院）
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　この図面は全町域を記載する関係上、詳細が確認しづらいものとなっていますが、松野町で
は今年度新たに防災マップを作成し、全戸に配布することとしています。は今年度新たに防災マップを作成し、全戸に配布することとしています。は今年度新たに防災マップを作成し、全戸に配布することとしています。

把握しておこう！

町内の危険箇所

豊岡後

豊岡前
松丸

延野々

（奥内）

奥野川

蕨生吉野

富岡

（葛川）

上家地

目黒

■土石流危険渓流
　谷や斜面に貯まった土・砂・石等が、梅雨
や台風などの集中豪雨による水と一緒になっ
て、一気に流れ出してくるのが土石流です。
破壊力が大きく速度も速いので、大き
な被害をもたらします。このような被
害のもたらす恐れのある渓流を、『土石流危険
渓流』といいます。

■急傾斜地崩壊危険箇所
　地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、
弱くなった斜面が突然崩れ落ちるのががけ崩
れです。突発的に起こり瞬時に崩れ落ちるの
で、逃げ遅れる人も多く、死者の割合も高く
なっています。また、地震をきっかけに起こ
ることもあります。このような被害が生じる
恐れのある箇所を『急傾斜地崩壊危険箇所』
といいます。 

●地すべり危険箇所
　比較的緩やかな斜面において、地中の粘土
層など滑りやすい面が地下水の影響などで
ゆっくりと動き出す現象を地すべりといいま
す。一度に広い範囲が動くため、ひとたび発
生すると住宅、道路、鉄道、耕地などに大き
な被害を及ぼし、川をせき止めて洪水等を引
き起こすことがあります。このような被害が
生じる恐れのある箇所を、『地すべり危険箇所』
といいます。
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～特集～　土砂災害について考える

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

雨
が
降
り
出
し
た
ら
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ

た
と
き
に
、
町
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判
断
や
住
民
の
自
主
避

難
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
愛
媛
県
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報

で
す
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る

ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
で
も
発
表
さ
れ
ま
す
。
大
雨
に
よ
る

電
波
障
害
や
停
電
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
携
帯
ラ
ジ
オ
を
持
っ

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
早
め
の
避
難
を

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
早
め
に
近

く
の
避
難
場
所
な
ど
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
強
い
雨

や
長
雨
の
と
き
な
ど
は
、
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
に
よ
る
呼
び
か
け
に
も

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
、
移
動
時

間
を
考
え
て
早
め
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
の
多
く
は
木
造
の
１
階
で
被
災
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
も
避
難
場
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、
次
善
の
策
と
し
て
、
近
く
の

頑
丈
な
建
物
の
２
階
以
上
に
緊
急
避
難
す
る
か
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
家

の
中
で
よ
り
安
全
な
場
所
（
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
２
階
な
ど
）
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

町
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
な
ど
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
を
受
け
て
、町
で
は
「
避
難
準
備
情
報
」
や
「
避

難
勧
告
」
を
発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
避
難
情
報
は
、
気
象

レ
ー
ダ
ー
や
土
壌
雨
量
指
数
な
ど
か
ら
災
害
発
生
の
危
険
性
を
判
断
し
、
過

去
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
比
較
的
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
域
を
指
定
し
て
発

令
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
や
、
災
害
の
発
生
す
る
危
険
性
が
非
常
に

高
い
場
合
な
ど
に
は
、
よ
り
強
制
力
の
強
い
「
避
難
指
示
」
を
発
令
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
防
災
無
線
な
ど
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め

の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

気
象
台
な
ど
か
ら
の
情
報
に
注
意

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
に
注
意

　

土
砂
災
害
に
は
、「
が
け
崩
れ
」「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」
の
３
つ
の
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
発
生
す
る

と
き
に
は
、何
ら
か
の
前
兆
現
象
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
に
挙
げ
た
も
の
は
主
な
前
兆
現
象
で
す
。

こ
う
し
た
予
兆
に
気
づ
い
た
ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

■がけ崩れ
　斜面の地表に近い部分が、雨水の浸透や地震等でゆ
るみ、突然、崩れ落ちる現象。崩れ落ちるまでの時間
がごく短いため、人家の近くでは逃げ遅れも発生し、
人命を奪うことが多い。
【主な前兆現象】
・がけにひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧き水が止まる・濁る
・地鳴りがする 

■土石流
　山腹や川底の石、土砂が長雨や集中豪雨などによっ
て一気に下流へと押し流される現象です。時速20～40
㎞という速度で一瞬のうちに人家や畑などを壊滅させ
てしまいます。 
【主な前兆現象】
・山鳴りがする 
・急に川の水が濁り、流木が混ざり始める 
・腐った土の匂いがする 
・降雨が続くのに川の水位が下がる
・立木が裂ける音や石がぶつかり合う音が聞こえる

●地すべり
　斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力に
よってゆっくりと斜面下方に移動する現象。土塊の移
動量が大きいため甚大な被害が発生。
【主な前兆現象】
・地面がひび割れ、陥没
・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り・山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生
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①
②
③
④

⑤

⑥

～特集～　土砂災害について考える

大雨警報等の発表から避難までの流れ

こんな時どうすれば…？
Ｑ．自分の住んでいる地区に避難勧告は発令されていないけれど、不安なので避難したい。
Ａ ．町では、過去の災害履歴に加え、幹線やライフラインなどの整備状況、土壌雨量指数やこれからの雨の見
込みなどのデータを総合的に判断して「避難準備情報」や「避難勧告」を発令する対象地区を選定しますが、
松野町内は、ほとんどの地区が「土石流危険渓流」や「急傾斜地」に面しているため、場合によってはどこ
の地区で災害が発生してもおかしくありません。避難勧告等が発令された場合には、対象地区以外の人でも
自主的に避難を心掛けましょう。
　 　また、避難勧告発令時には、町が避難所を開設し防災無線などで周知します。この避難所は避難勧告対象
地区以外の人でも利用可能です。なお、避難勧告が発令されていない場合は、お住まいの地区の自主防災会
役員に相談してください。

Ｑ．裏山が崩れそうなので、見に来てほしい。
Ａ ．災害の危険性が高い状況下では、二次被害防止の観点から町職員を現地に派遣することは困難です。宅地の
危険度判定や、災害復旧や対策に係る現地視察は安全が確認できる昼間に行うことになるので、災害の予兆
を察知した場合などには、速やかに避難してください。

Ｑ ．自宅が土砂災害による被害の恐れのある箇所に立地しているが、上流に砂防堰堤が施工されたので、土砂
災害が発生しても安全と考えてよいか。

Ａ ．砂防堰堤の整備は愛媛県が行っていますが、県内には大変多くの土砂災害危険箇所があり、その整備には
多大な時間と費用が必要となるため、多数の堰堤が必要な渓流については、当面堰堤一基を整備して他の地
区の整備へ移るなどの暫定的な整備となる場合もあります。また、ガケ地対策についても、施工する擁壁の
高さには限界があるため、100％の安全は確保できません。危険だと感じたら安全な場所に避難するよう心が
けてください。

気象台から大雨警報が発表
　大雨警報は、大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表される気象情報で、浸水害
を想定したものと土砂災害を想定したものの２つに分類されます。また、数十年に一度の記録的な降雨量が予想さ
れる場合などには「大雨特別警報」が発表されることもあります。テレビやラジオなどからの情報に注意しましょう。

役場が災害対策本部を設置
　気象警報の発表に伴い役場には「災害対策本部」が設置されます。災害対策本部では、災害の危険度予測や、情
報収集などを行い、必要に応じて、消防団などの関係機関に出動要請をしたり、避難所の開設準備を行ったりします。

気象台から土砂災害警戒情報が発表
　土砂災害警戒情報は、右のページに記載したとおり、土砂災害の危険度が高まったときに県と気象台が共同で発
表する情報です。この情報が発表されたら、土砂災害危険箇所の近くにお住まいの人は十分に警戒してください。

役場が避難準備情報を発令
　「避難準備情報」とは、住民に対して避難準備を呼び掛けるとともに、高齢者や障害者などの災害時に支援が必要
な人に対して、早めの段階で避難行動を開始することを求めるものです。一般的には対象地区を限定して発令され
ますが、広域的な災害発生が懸念される場合には、町内全域に発令される場合もあります。
　また、土砂災害警戒情報が発表されていなくても危険と判断される場合には、発令されることがあります。

避難準備情報が発令されたら…
　避難準備情報が発令されたら、各自主防災会は災害時要援護者（災害時に支援が必要な高齢者や障害者など）の
避難支援を行います。松野町では、自主防災会単位で要援護者１名に対し２名程度の避難支援者を割り当て、災害
時の避難支援体制を整備しています。自分が誰の避難支援者になっているか、もう一度把握しておきましょう。
　また、避難準備情報は「避難勧告」を前提として発令されます。避難準備情報が発令されたら、まもなく対象地
域に避難勧告が発令されると思ってください。

役場が避難勧告を発令
　「避難勧告」とは、災害によって被害が予想される地域の住民に対して、避難を勧めるものです。対象の地区にお
住まいの場合は、直ちに指定された避難所へ避難してください。また、緊急的な場合などには、避難準備情報を経
由せずに避難勧告が発令される場合もあります。
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森 の国だ より

町
内
各
地
区
で
夏
ま
つ
り

８
13

　８月13日㈬、大門橋～虹の
森公園周辺を会場に「森の国
の夏祭り2014」が開催されま
した。今年は雨が続き、直前
に台風が接近するなど開催が
危ぶまれましたが、好天にも
恵まれ、祭りを開催する運び
となりました。
　当日は、町内外から観光客
や帰省客など約7,000人が訪
れ、竹灯篭企画グループによ
る灯篭ライトアップにより幻
想的に彩られた会場を埋め尽
くしました。
　河川敷ではステージショー
が行われ、ゆずの香り、鬼城
太鼓などの演奏が行われたほ
か、今年は、地元愛媛出身の
歌手レーモンド松屋さんのス
テージもあり、多くのファン
が見守る中ヒット曲の数々が
熱唱されました。
　また、虹の森公園やすらぎ
ゾーンでは盆踊り大会が行わ
れ、一般客も交えて町内の保
育園児、小学生たちが愛らし
い姿で踊りを披露しました。
　祭り終盤では、レーザーや
音楽を駆使した自称日本一の
花火が森の国の夜空に上が
り、訪れた人たちは歓声をあ
げて見入っていました。
　14日には、目黒地区と吉野
生地区で盆踊り大会が、また、
25日には豊岡前地区で夏祭り
が開催され、地元の住民や帰
省客らが手作りのガーデンや
ステージを楽しみ、今年の夏祭
りはフィナーレを迎えました。

　８月13日に開催しました「森の国の
夏祭り」については、格別のご理解と
ご支援を賜り、特に、寄付では多大な
ご協力をいただき、実行委員会を代表
して厚く御礼申し上げます。 
　今年は台風等の影響による河川増水
が心配されましたが、当日はさわやかな
好天に恵まれ、会場の虹の森公園には
町内外から本当に多くの皆様にお越し
いただき、交流の促進と地域の活性化
という初期の目的を多少なりとも達成
できたのではないかと考えております。
これもひとえに皆様のご厚情のおかげ
と、感謝しております。 
　来年も松野町の一大イベント「森の
国の夏祭り」に格別のご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。 
　平成26年９月吉日 

 森の国の夏祭り実行委員会 
委員長　加藤　勝恵 
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森 の国だ より

　

８
月
24
日
㈰
、
虹
の
森
公
園
で
「
新
米
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
青
空
市
場
と
生
産
者
が
共
同

し
て
松
野
町
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
催
し
で
す
。

　

当
日
は
、
新
米
の
販
売
や
試
食
を
は
じ
め
、
輪
投
げ
、

お
米
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
来
場
者
は
炊
き
た
て
の
新
米
を
頬
張
り
な
が
ら
、

生
産
者
の
話
を
聞
き
、
新
米
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
が
続
く
一
方
で
、
昨
年
に
比
べ
稲
の
発
育
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
作
柄
は
平
年
並
み
の
出
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
美
味
し
い
松
野
の
新
米
を
味
わ
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
24

　

８
月
24
日
㈰
、
松
野
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か

各
施
設
に
お
い
て
、
第
14
回
分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と　

森
の
国
ま
つ
の
』
の

大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
子
ど
も
、
成
人
、
高
齢
者
の
各
世

代
の
選
手
約
３
５
０
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

８
月
31
日
㈰
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
前
で
軽
ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
商
店
街
の
活
性
化
や
賑
わ
い
づ
く
り
の

た
め
、
商
工
会
が
企
画
運
営
し
た
も
の
で
、
出
品
者
が
軽
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
荷
台
に
商
品
を
載
せ
対
面
販
売
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
こ
の
催
し
は
、
町
内
外
か
ら
９
店
が
参

加
し
、
会
場
に
は
、
野
菜
や
手
作
り
パ
ン
、
魚
介
類
、
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
、
ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。
訪
れ
た
人

た
ち
は
店
主
と
の
や
り
と
り
を
楽
し
み
な
が
ら
商
品
を
手
に

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鬼
北
町
か
ら
「
愛
治
ち
ん
ど
ん
ク
ラ
ブ
」
が
駆
け

つ
け
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

軽
ト
ラ
市
は
３
月
末
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
前
で
毎
月
最
終

日
曜
日
の
午
前
中
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
9

月
28
日
㈰
、
10
月
19
日
㈰
に
も
開
か
れ
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
出
品
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
、
加
工

品
、
手
芸
品
な
ど
自
慢
の
逸
品
を
持
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
松
野
町
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
９
５
・
42
・
０
５
０
５

新
米
ま
つ
り

８
24

軽
ト
ラ
市

８
31

［
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
］

　

優　

勝　

延
野
々
分
館
Ａ

　

準
優
勝　

松
丸
分
館
Ｃ

　

三　

位　

豊
岡
後
分
館
Ａ

［
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
］

　

優　

勝　

目
黒
分
館

　

準
優
勝　

延
野
々
分
館

　

三　

位　

豊
岡
前
分
館

［
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
］

　

優　

勝　

奥
野
川
分
館

　

準
優
勝　

松
丸
分
館

　

三　

位　

吉
野
分
館

［
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
］

　

優　

勝　

松
丸
分
館

　

準
優
勝　

蕨
生
分
館

　

三　

位　

延
野
々
分
館

［
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
］

　

優　

勝　

吉
野
分
館

　

準
優
勝　

豊
岡
前
分
館

　

三　

位　

蕨
生
分
館
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の掲示板ま ち

人
権
の
広
場

正
し
く
判
断
し
、

正
し
く
行
動
で
き
る
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て

松
野
町
立
松
野
中
学
校
長　

山
本　

浅
幸

　

中
・
四
国
中
学
校
校
長
研
究
大
会
が
山
口
市
で
あ
り
、

出
席
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
み
ん
な
ち
が
っ

て
、
み
ん
な
い
い
。
―
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し
い

ま
な
ざ
し
―
」
と
題
し
て
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
初
代

館
長　

矢
崎　

節
夫
さ
ん
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
よ
り
、
童
謡
詩
人
を
志
し
た
矢
崎
さ
ん
は
、

早
稲
田
大
学
１
年
生
の
時
に
、
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
「
大

漁
」
と
い
う
詩
に
出
合
い
、衝
撃
を
受
け
、『
み
す
ゞ
探
し
』

を
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、「
金
子
み
す
ゞ
全
集
」
の
発
刊

に
尽
力
し
、
講
演
を
通
じ
全
国
に
金
子
み
す
ゞ
の
詩
と

心
を
手
渡
し
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
大
漁
』

　
　
朝
焼
小
焼
だ
大
漁
だ

　
　
大お
お

羽ば

鰮い
わ
し

の
大
漁
だ
。

　
　
浜
は
祭
り
の
よ
う
だ
け
ど

　
　
海
の
な
か
で
は
何
萬ま
ん

の

　
　
鰮い
わ
し

の
と
む
ら
い
す
る
だ
ろ
う
。

　

金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
好
き
な
詩

は
？
と
問
わ
れ
て
多
く
の
人
が
答
え
る
の
は
、
こ
の
『
大

漁
』
だ
そ
う
で
す
。
漁
が
終
わ
り
、
朝
の
浜
辺
は
あ
た

り
一
面
、
い
わ
し
の
山
で
、「
大
漁
だ
、
大
漁
だ
」
と
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
み
ん
な
浜
に
出
て
き
て
お

祭
り
騒
ぎ
、
喜
び
と
活
気
溢
れ
る
、
ま
ぶ
し
い
く
ら
い

の
風
景
が
前
半
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
後
半
で
は
、
そ

こ
か
ら
一
転
、
暗
い
海
の
中
の
い
わ
し
た
ち
の
悲
し
み

が
「
と
む
ら
い
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
弱
い
も
の
、
し
い
た
げ
ら
れ
た
も
の
、
貧
し

い
も
の
に
対
す
る
金
子
み
す
ゞ
の
あ
た
た
か
い
眼
差
し

に
、多
く
の
人
が
共
感
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　『
不
思
議
』

　
　
　
　
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、

　
　
　
　
黒
い
雲
か
ら
ふ
る
雨
が
、

　
　
　
　
銀
に
ひ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
。

　
　
　
　
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、

　
　
　
　
青
い
桑
の
葉
た
べ
て
い
る
、

　
　
　
　
蚕
が
白
く
な
る
こ
と
が
。

　
　
　
　
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、

　
　
　
　
だ
れ
も
い
じ
ら
ぬ
夕
顔
が
、

　
　
　
　
ひ
と
り
で
ぱ
ら
り
と
開
く
の
が
。

　
　
　
　
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、

　
　
　
　
誰
に
き
い
て
も
笑
っ
て
て
、

　
　
　
　
あ
た
り
ま
え
だ
、
と
い
う
こ
と
が
。

　

金
子
み
す
ゞ
の
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
不
思
議
と
思

う
自
然
現
象
へ
の
観
察
力
の
鋭
さ
、
あ
る
い
は
、
生
物

の
生
命
力
へ
の
驚
き
、
い
と
お
し
さ
、
や
さ
し
さ
、
あ

た
た
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
詩
で
す
。
不
思
議
で
た
ま
ら

な
い
の
は
「
あ
た
り
ま
え
」
と
誰
も
が
笑
っ
て
答
え
る

こ
と
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
「
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
「
世

間
の
常
識
」
や
「
慣
習
」
に
縛
ら
れ
行
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
時
に
は
、
そ
の
こ
と
が
多
く
の
人
々
の
人

権
を
侵
害
し
て
き
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
世
間
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

ず
、
物
事
の
本
質
を
正
し
く
見
極
め
、
判
断
し
、
行
動

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

10
月
29
日
㈬
に
松
野
町
で
南
予
地
区
人
権
・
同
和
教

育
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
松
野
中
学
校
で
は
、

生
徒
一
人
一
人
が
人
権
問
題
の
課
題
を
設
定
し
、
資
料

や
調
査
を
も
と
に
、
考
え
、
判
断
し
、
表
現
す
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
権
問
題
に
対
し
て
多
面
的

に
考
え
た
り
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
深
く
物
事
を
追
究

し
た
り
す
る
学
習
を
通
し
て
、
将
来
、
差
別
に
出
会
っ

た
時
、
正
し
く
判
断
し
、
正
し
く
行
動
で
き
る
力
を
育

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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明
日
出
す
手
紙
机
上
に
宵
月
夜 

伊
藤　

富
子

よ
く
食
べ
て
よ
く
眠
り
を
り
帰
省
の
子 

岡
本　

京
子

か
の
こ
百
合
咲
い
て
夫
の
三
回
忌 

金
谷　

惠
子

岩
清
水
一
人
両
手
で
掬
ひ
飲
む 

金
谷　

重
子

負
け
ん
気
の
男
の
子
浴
衣
の
腕
ま
く
り 

金
谷　

文
恵

白
桃
を
仏
壇
の
子
に
先
ず
一
ケ 

木
下
三
千
恵

産う
ぶ
す
な土
の
島
を
照
ら
し
て
盆
の
月 

駒
山　

忠
夫

夕
明
り
使
ひ
き
る
ま
で
草
の
市 

斉
藤　

真
人

帰
省
子
待
つ
少
し
太
め
の
靴
買
ふ
て 

谷　

き
よ
し

風
鈴
に
一
拍
後
れ
発
つ
列
車 

布　
　

久
光

子
等
去
り
し
庭
一
段
と
蟬
時
雨 

布　
　

康
江

山
寺
に
施
我
鬼
供
養
の
鉦
太
鼓 

ひ
の
た
い
ら

盆
僧
の
経
の
早
読
み
ス
ク
ー
タ
ー 

宮
崎
き
く
を

老
僧
の
開
山
語
る
盆
の
月 

山
下
ス
ミ
子

被
災
地
の
死
者
の
声
か
も
大
雷
雨 
赤
松　

午
子

遮
断
機
の
一
人
に
下
り
る
大
西
日 
稲
谷
キ
ミ
子

散
髪
の
頭
な
ら
び
て
蝉
時
雨 
上
田
美
智
子

台
風
過
里
も
田
畑
も
消
え
に
け
り 

岡
本　

三
葉

志
し
半
ば
で
逝
き
し
初
の
盆 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
八
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
八
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
八
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

葛
の
葉
に
う
も
れ
て
居
り
し
道
祖
神

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

　

泥
ん
こ
に
な
り
て
園
児
の
田
植
か
な

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

《
虹
の
森
公
園
》

　

朝
風
呂
の
窓
に
貼
り
つ
く
雨
蛙

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

　

山
の
端
に
夕
日
沈
み
ぬ
半
夏
生

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

　

雲
の
峰
真
向
ひ
に
あ
り
夫
婦
旅八

幡
浜
市　

井
上
テ
イ
コ

　

花
火
果
て
闇
夜
の
空
を
広
げ
お
り

八
幡
浜
市　

節　
　
　

女

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

夏
遍
路
熱
き
大
地
に
杖
の
音

松
野
町　

田
中
志
津
代

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
衛
藤
　
員
夫
　
　
82
歳

目
　
黒
　
稲
澤
マ
ツ
ヱ
　
　
98
歳

奥
野
川
　
岡
　
　
彌
生
　
　
79
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

岡
田
　
件
市
　
　
松
野
町

衛
藤
　
　
悟
　
　
新
居
浜
市

上
山
　
喜
堅
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2058世帯（－６世帯）

総人口　4,291人 （－５人）
男2,014人　女2,277人
（８月中の異動）

　　○出　生　３人　○死　亡　６人
　　○転　入　11人　○転　出　13人

平成26年８月31日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち
　

８
月
26
日
㈫
、
松
野
町
の
文
化
的
景
観
調
査
事
業
に
と
も

な
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
奥
内
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
と
は
、
地
域
の
人
々
の
営
み
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
ら
し
さ
を
理
解
す
る

上
で
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
風
景
や
土
地
の
こ
と
。

　

奥
内
地
区
で
は
、
今
か
ら
15
年
前
に
『
ふ
る
さ
と
発
見
！

奥
内
棚
田
の
里
』
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
住
民
主
体

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
前

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
奥
内
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
前
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
15
年
前
か
ら
変

わ
っ
て
な
い
と
こ
ろ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
を
話
し
合
っ
て
も

ら
い
、そ
の
後
「
奥
内
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
上
田
　
幸
世
　
幸こ
う

志し

郎ろ
う

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
七
恵

吉
　
野
　
金
谷
　
祥
希
　
遥は
る

　
斗と

　
　
男

　
　
　
　
　
　
紗
也
子

上
家
地
　
西
原
　
幸
司
　
颯そ
う

　
真ま

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
知
香

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲ワークショップの様子

▲出た意見をまとめて発表しています
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

︻
日　
　

時
︼
10
月
10
日
㈮　

10
時
〜
12
時

︻
場　
　

所
︼
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

︻
内　
　

容
︼
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

︻
相　
談　
員
︼
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

「
10
月
20
日
㈪
か
ら
26
日
㈰
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。」

心
配
ご
と
相
談

︻
日　
　

時
︼
10
月
10
日
㈮　

10
時
〜
12
時

︻
場　
　

所
︼
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

︻
内　
　

容
︼
心
配
ご
と
相
談

︻
相　
談　
員
︼
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

︻
日　
　

時
︼
10
月
10
日
㈮　

10
時
〜
12
時

︻
場　
　

所
︼
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

︻
内　
　

容
︼
人
権
相
談

︻
相　
談　
員
︼
人
権
擁
護
委
員

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年
1
月
か
ら
12
月
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。 

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
家

族（
子
ど
も
等
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。 

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
感
染
す
る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
の
発
生
が
愛
媛
県
内
で
続
い
て
い

マ
ダ
ニ
に
よ
る
重
症
熱
性
血
小
板
減

少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）に
ご
注
意
！

　

松
野
町
農
業
委
員
会

で
は
地
元
区
長
の
協
力

を
得
て
、
９
月
上
旬
に

町
内
全
域
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
や
荒
廃
農
地
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
違
反
転
用
発
生
の

未
然
防
止
や
早
期
発
見

に
よ
る
解
消
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
違
反
転
用
に
つ
い
て
は
、
原
状
回
復
等
の
措

置
や
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
農
地
を

転
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
事
前
に
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
荒
廃
農
地
の
現
地
調
査
は
、
そ
の
発
見
だ
け

で
な
く
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図
り
、
営
農
が
困
難
な

所
有
者
等
に
対
し
て
は
担
い
手
の
斡
旋
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
や
心
配
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
も
し
く
は
事
務
局
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

松
野
町
役
場
内
松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
荒
廃
農
地
の

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

農業委員会だより（10月号）

運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

運
転
免
許
証
は
自
主
的
に
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
効
期
間
内
の
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
は
、

①
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

②
四
隅
に
穴
を
開
け
た
旧
免
許
証

③
運
転
経
歴
証
明
書
（
手
数
料
１
，０
０
０
円
が
別
途
必
要
）

　

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
書
類
を
提
示
す
れ
ば
、
支
援
事
業

所
等
が
指
定
す
る
自
主
返
納
支
援
事
業
所
等
で
、
家
具
・
眼

鏡
等
商
品
の
購
入
割
引
や
預
金
利
息
の
割
増
、
飲
食
料
金
の
割

引
や
路
線
バ
ス
運
賃
割
引
等
の
各
種
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
例
）
松
野
町
役
場
…
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
手
数

　
　
　

 

料
が
免
除
（
※
要
申
請
）

　
　
　

 

大
手
金
融
機
関
…
定
期
預
金
利
息
0
･
3
％
割
増
等

（
※
要
申
請
）

　
　
　

 

宇
和
島
自
動
車
…
路
線
バ
ス
の
普
通
片
道
運
賃
５
割

引
（
高
速
バ
ス
を
除
く
）（
※
運
転
経
歴
証
明
書
提
示
）

　
　
　

 

一
部
ホ
テ
ル
…
宿
泊
料
の
割
引
や
入
館
料
の
割
引

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
鬼
北
交
番　

☎
45
・
１
１
４
４

松
野
町
総
務
課
危
機
管
理
室　

☎
42
・
１
１
１
１

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。（
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。） 

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
宇
和
島
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
４
４
０
㈹
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
‼

　

若
い
人
た
ち
の
間
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

︻
事　
　

例
︼

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
、「
コ
ン
サ
ー

ト
チ
ケ
ッ
ト
を
譲
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
た
め
、
連

絡
を
と
り
、代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
チ
ケ
ッ
ト
が
届
か
な
い
。

そ
こ
で
メ
ー
ル
を
送
っ
て
み
て
も
連
絡
が
と
れ
な
い
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
女
性
と
知
り
合
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り

を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ

た
。
後
日
、
女
性
か
ら
会
員
に
な
ろ
う
と
言
わ
れ
、
料
金
を

払
っ
て
会
員
に
な
っ
た
が
、
女
性
が
金
銭
の
こ
と
を
し
き
り

に
出
し
て
く
る
の
で
不
信
感
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
退
会
し

よ
う
と
思
っ
た
が
な
か
な
か
退
会
で
き
な
い
。

（
注
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
の
略
で
あ
り
、
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
登
録
・

公
開
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
友
人
・
知
人
等
と

し
ま
な
み
海
道
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
」
の
開
催
に
伴
い
、
西
瀬
戸

自
動
車
道
（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
）
の
一
部
区
間
が
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利

用
自
粛
や
迂
回
路
（
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
・
神
戸
淡
路
鳴
門

自
動
車
道
）
の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
日　
　

時
︼
10
月
26
日
㈰　

６
時
〜
12
時
（
6
時
間
）

︻
区　
　

間
︼
今
治
Ｉ
Ｃ

⇔

因
島
北
Ｉ
Ｃ
（
上
下
線
）

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
・
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行
委

員
会　

今
治
現
地
本
部
（
今
治
支
局
総
務
県
民
室
内
）

☎
０
８
９
８
・
31
・
３
１
９
０

建
設
フ
ェ
ア
開
催
の
お
知
ら
せ

　

愛
媛
県
土
木
部
は
、
四
国
の
建
設
関
連
25
団
体
（
四
国
地

方
整
備
局
、四
国
各
県
、土
木
学
会
、建
設
系
民
間
協
会
な
ど
）

が
加
盟
す
る
四
国
建
設
広
報
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
四
国

の
建
設
産
業
や
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
建
設
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

︻
日　
　

時
︼
10
月
10
日
㈮　

９
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　
　

10
月
11
日
㈯　

９
時
30
分
〜
16
時

︻
場　
　

所
︼
香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト

︻
内　
　

容
︼

●
最
新
の
土
木
技
術
や
防
災
技
術
の
展
示

● 

は
た
ら
く
車
体
験
（
高
所
作
業
車
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
）

な
ど
、
見
所
満
載
！

︻
入　
場　
料
︼
無
料

︻
そ　
の　
他
︼

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

四
国
建
設
広
報
協
議
会
事
務
局
（
四
国
地
方
整
備
局
企
画
部

企
画
課
）

☎
０
８
７
・
８
１
１
・
８
３
０
８　

E-m
ail:shikoku_kensetsu_kouhou@

skr.m
lit.go.jp

︻
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︼http://w

w
w
.skr.m

lit.go.jp/kikaku/
shikokukensetsu/index.htm

l

つ
な
が
り
、
交
流
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
過
信
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
知
り
合
っ
た
相
手
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を

も
っ
て
い
て
、
ど
ん
な
性
格
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
書
き

込
ま
れ
た
内
容
を
む
や
み
に
信
じ
込
ま
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
中
に
は
、
最
初
か
ら
詐
欺
を
働
こ
う
と
企
て

て
い
る
人
も
い
る
の
で
、
相
手
が
し
つ
こ
く
勧
誘
を
し
て
き

た
ら
、
即
答
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
勧
誘
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

悪
意
を
持
っ
た
相
手
は
、異
性
へ
の
注
意
を
引
き
な
が
ら
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
入
会
さ
せ
よ
う
と
す
る
事
例
が
多
く
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
疑
問
に
思
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

︻
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
︼

松
野
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

て
6
日
〜
2
週
間
後
に
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
ま
た
、
重
症
化
す
る
と
、
死
に
至
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。
野
山
、
畑
、
草
む
ら
な
ど
マ
ダ
ニ
が
生
息
す
る

場
所
に
入
る
と
き
は
、
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
、
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
、
帽
子
、
手
袋
等
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
飼
い
犬
等
が
マ
ダ
ニ
を
付
け
て
持
ち
帰
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
散
歩
後
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
、
犬
小
屋

等
は
常
に
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
マ
ダ
ニ
忌
避
剤

も
有
効
で
す
。

　

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ
い
た
ら
、
つ
ぶ
し
た
り
、
無

理
に
引
き
抜
い
た
り
せ
ず
、
病
院
（
皮
膚
科
等
）
で
処
置
し

て
く
だ
さ
い
。
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
速
や
か
に
病
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
愛
媛
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
０
２

　

10
月
31
日
㈮
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

料
の
第
２
期
分
の
納
期
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
10
月
21
日
頃
に
納
付
書
を
お

届
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

※ 

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

愛
媛
労
働
局
保
健
徴
収
室
（
松
山
市
若
草
町
４
―
３
）

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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愛
媛
県
で
は
、
平
成
26
年
10
月
１
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈰
ま
で

の
２
ヶ
月
間
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

麻
薬
や
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
個
人
の
健
康
被
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
と
し
て
も
計
り
知
れ
な

い
危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
指
定
薬
物
を
含
む
か
ど
う
か
に

関
わ
ら
ず
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
麻
薬
や
覚
醒
剤
と
同
様
若
し

く
は
そ
れ
以
上
の
健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
な
物
質

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
誘
わ
れ
て
も
断
固
拒
否
す
る
と
い

う
強
い
意
志
が
大
切
で
す
。

　

愛
媛
県
の
各
保
健
所
で
は
、
薬
物
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

広
く
住
民
か
ら
の
相
談
や
質
問
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
宇
和
島
保
健
所
（
水
曜
日
・
10
時
〜
15
時
）

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
７
３
５

愛
媛
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運

動
に
つ
い
て

︻
受
講
対
象
︼

● 

防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
等
で
、
資
格
者
が
不
在
の

場
合

● 

異
動
等
で
資
格
者
が
不
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
ら

か
じ
め
資
格
者
を
確
保
す
る
場
合

●
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
た
い
人

︻
受　
講　
料
︼

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
受
講
の
際
に
使
用
す
る

テ
キ
ス
ト
代
金
３
，
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

当
日
、
会
場
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
お
つ
り
の
要
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

︻
申
込
方
法
︼

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
消
防
本

部
予
防
課
、
宇
和
島
消
防
署
、
吉
田
分
署
、
津
島
分
署
又
は

鬼
北
消
防
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

講
習
実
施
要
領
及
び
申
込
用
紙
は
、
宇
和
島
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係　

☎
22
・
７
５
０
１
（
直
通
）

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉　
開
館
₁₂
周
年

　

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
は
、
10
月
20
日
㈪
で
開
館
12
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

開
館
12
周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

︻
日　
　

時
︼
10
月
20
日
㈪
〜
22
日
㈬

︻
内　
　

容
︼

 

10
月
20
日
㈪
は
、
開
館
12
周
年
記
念
日
と
し
て
、
先
着
１

２
０
人
に
粗
品
を
進
呈
！

上
記
期
間
中
は
、「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
開
催
！

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉

☎
０
８
９
５
・
20
・
５
５
２
６

₁₀
月
は
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」

周
知
月
間
で
す
。

　

愛
媛
県
労
働
委
員
会
で
は
、
事
務
局
職
員
に
よ
る
通
常
の

労
働
相
談
（
電
話
又
は
面
談
）
に
加
え
、
期
間
中
は
、
特
別

事
業
と
し
て
次
の
と
お
り
無
料
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

１　

労
使
ト
ラ
ブ
ル
出
張
相
談︵
労
働
相
談
in
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
︶

愛
媛
県
職
員（
看
護
師
）採
用
試
験（
第
２
回
）

　

愛
媛
県
で
は
、
看
護
師
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

︻
採
用
予
定
人
員
︼
20
人
程
度

︻
申
込
期
限
︼
10
月
１
日
㈬
（
必
着
）

︻
試　
験　
日
︼
10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
愛
媛
県
公
営
企
業
管
理
局
総
務
課

☎
0
８
９
・
９
１
２
・
２
７
９
０

※ 

受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
受
講
対
象
に
該
当
す
る
事
業
所
等
の
関
係
者

は
、
内
容
を
確
認
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
日　
　

時
︼
10
月
23
日
㈭　

９
時
〜
17
時

 
 

24
日
㈮　

９
時
〜
12
時

︻
場　
　

所
︼

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
４
階
・
大
会
議
室

（
宇
和
島
市
丸
之
内
５
丁
目
1
番
18
号
）

︻
防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
︼

● 

劇
場
・
集
会
場
・
遊
技
場
・
飲
食
店
・
物
品
販
売
店
舗
・

宿
泊
施
設
・
病
院
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
で
、
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の
も
の

● 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
社
会
福
祉
施
設

で
、
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
も
の

● 

前
記
以
外
の
事
業
所
等
で
収
容
人
員
が
50
人
以
上
の
も
の

※ 

上
記
に
該
当
す
る
か
不
明
な
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
₂₆
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
の
開
催
に
つ
い
て

Informationお し ら せ

所
在
地

日　

程

開
設
時
間

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
松

山

松
山
市
港
町
３
―

４
―
６

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！

４
階

10
月
14
日
㈫

　
　

15
日
㈬
10
時
〜
16
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
西
条

西
条
市
大
町
３
１

５
―
４

10
月
２
日
㈭
10
時
〜
16
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
洲

大
洲
市
中
村
２
１

０
―
６

10
月
22
日
㈬
10
時
〜
16
時

２　

 

夜
間
労
使
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談
︵
こ
ん
ば
ん
は
・
労
働

相
談
︶

︻
日　
　

時
︼
毎
週
火
曜
日
（
10
月
）
17
時
〜
20
時

３　

 

労
働
委
員
労
使
ト
ラ
ブ
ル
専
門
相
談
︵
し
っ
か
り
サ

ポ
ー
ト
労
働
相
談
︶

︻
日　
　

時
︼
10
月
10
日
㈮
・
24
日
㈮　

14
時
30
分
〜
17
時

︻
場　
　

所
︼

　

愛
媛
県
庁
第
２
別
館
４
階　

労
働
委
員・相
談
室（
面
談
方
式
）

︻
申
込
方
法
︼
事
前
予
約
制

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
９
６

︻
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︼http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/tiroui/
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薬
と
健
康
の
週
間

　

10
月
17
日
㈮
か
ら
23
日
㈭
は
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。

お
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、

よ
り
安
全
に
効
果
的
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文
書
（
能
書
）
を
よ
く
読
み
ま

し
ょ
う
。

●
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

薬
の
作
用
は
、
使
用
量
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
、
自
分

の
判
断
で
使
用
量
や
回
数
を
増
減
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
薬
の
服
用
時
間

　

食
前
：
食
事
の
お
よ
そ
30
分
前

　

食
後
：
食
事
の
お
よ
そ
30
分
後　

　

食
間
：
食
事
と
食
事
の
間
（
食
事
の
お
よ
そ
２
時
間
後
）

　

頓
服
：
痛
み
、
熱
な
ど
、
症
状
の
あ
る
時

●
薬
の
形
（
剤
形
）
に
あ
っ
た
服
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
：
コ
ッ
プ
一
杯
程
度
の
水
又
は
ぬ
る

ま
湯
で
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

液
剤
：
薬
の
成
分
を
均
等
に
す
る
た
め
に
、
よ
く
振
っ
て

か
ら
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
薬
の
飲
み
合
わ
せ
（
相
互
作
用
）
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

複
数
の
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
作
用
が
強
く
現
れ

て
思
わ
ぬ
副
作
用
を
生
じ
た
り
、
効
き
方
が
弱
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
の
薬
の
使
用
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

体
調
の
変
化
を
感
じ
た
場
合
は
、
自
分
で
判
断
せ
ず
、
医

師
や
薬
剤
師
に
伝
え
て
判
断
を
仰
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
薬
は
正
し
く
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

子
ど
も
の
誤
飲
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
子
ど
も
の
手
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、薬
は
湿
気
、

光
、
熱
な
ど
に
弱
い
の
で
、
直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
涼

し
い
場
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
容
器
の
詰
替
え
は
、
内

容
や
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
誤
用
や
事
故
の
も
と
と

な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
古
い
薬
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
愛
媛
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
局
薬
務

衛
生
課
薬
事
係　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
９
１

　

又
は
、
愛
媛
県
薬
剤
師
会　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
４
１

６
５　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.yakuehim

e.jp/

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

広 見 川 水 系 の 水 質 調 査 結 果 に つ い て
広見川水系水質検査結果 採水日　平成26年７月30日

河川名
項　　目

水素イオン
濃　　　度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

過マンガン
酸カリウム
消費量

（KMnＯ4消費量）
濁　　度 溶存酸素量

（ＤＯ）
大腸菌群数

観測点・基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 7.5㎎／ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下

広 見 川
五 郎 丸 橋 7.90 1 1.62 8.4 5.2 8.45 240,000
大 門 橋 7.89 1 1.48 7.6 4.1 8.39 350,000
真 土 橋 7.79 2 1.57 8.1 4.7 7.93 350,000

鰯 川 鰯 川 河 口 7.32 2 1.60 8.8 2.2 8.01 240,000

石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.73 2 2.64 17.0 3.7 7.93 240,000

延 行 川 谷 口 橋 7.65 2 1.69 9.6 8.1 8.11 540,000

奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.68 11 1.37 8.9 19.4 8.37 240,000

堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.41 3 1.43 6.9 4.4 7.92 350,000

目 黒 川 寺 橋 7.19 1未満 0.62 3.1 0.4 8.68 35,000

※生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基準値に設定
　　　　　　　の部分が水質基準に適合していない箇所です。特に、大腸菌群数については、家庭から排出される生活排水が原因と考えられます。

水素イオン濃度（ＰＨ）…………… 酸性、アルカリ性を示す指標。７は中性、７を超えるとアルカリ性、７未満では酸性を示す。
浮遊物質（ＳＳ）……………………溶けないで水中に浮遊している粒子状物質で濁りの成分。数値が高いほど水が濁っている。
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）… 水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量。（水域で安定化するため

に必要な酸素量）
過マンガン酸カリウム消費量………有機物の含有量の度合いを表したもの
（KMnＯ4消費量）
濁　　度………………………………水の濁りの程度を数値で表したもの
溶存酸素量（ＤＯ）………………… 水中に溶解している酸素の量のことで、濃度が低下すると好気性微生物の活動が抑制され水域の浄化

作用が低下する
大腸菌群数…………………………… し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水など広範囲に存在する。糞便汚染の指標とされている

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」
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1₀月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

２ 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

３ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

４ 土 滑床ファミリーアドベンチャー　～５日㈰／滑床渓谷

５ 日 当河野整形外科クリニック☎22-1822
当山本内科医院☎22-5100

当こばやし小児科☎23-1150
当鈴木外科☎52-0104

６ 月 可葛川以外町内全域

７ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

８ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

９ 木 不松丸 ･吉野(葛川除く) ･蕨生 ･奥野川

10 金 森の国さくらの会講演会／山村開発町民センター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 土

12 日 当市立宇和島病院外科☎25-1111
当市立宇和島病院内科☎25-1111

当市立宇和島病院小児科☎25-1111
当市立津島病院☎32-2011

13 月 当ＪＣＨＯ宇和島病院外科☎22-5616
当ＪＣＨＯ宇和島病院内科☎22-5616

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当町立北宇和病院☎45-1221 可葛川以外町内全域

14 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

15 水 粗大ごみ収集／奥野川住民センター 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

16 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

17 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

18 土 予土線！特選！グルメ市／近永駅周辺

19 日 当林整形外科クリニック☎23-0007
当楠崎内科☎24-2211

当こおり小児科☎24-5633
当水谷医院☎52-0144

20 月 可葛川以外町内全域

21 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

22 水 粗大ごみ収集／蕨生集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

23 木 不松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

24 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 土

26 日 当善家外科脳神経外科☎22-1484
当中山内科胃腸科☎22-0707

当山下小児科☎23-0055
当橋本内科クリニック☎52-0808

27 月 可葛川以外町内全域

28 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

29 水 粗大ごみ収集／吉野生公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

30 木 不松丸 ･吉野(葛川除く) ･蕨生 ･奥野川

31 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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